
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
次
の
よ
う
に
定

め
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
四
年
九
月
七
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
安
衛
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
三
条
第
一
項

の
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
（
そ
の
試
験
の
区
分
が
労
働
衛
生
工
学
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し

、
安
衛
法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
で
、
五
年
以
上
粉
じ
ん
の
管
理
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
も
の

二

安
衛
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
管
理
者
の
う
ち
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
免
許
を
受
け
た
者
で

、
そ
の
後
八
年
以
上
安
衛
法
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
の
う
ち
衛
生
に
係
る
技
術
的
事
項
で
衛
生
工
学
に
関
す

る
も
の
の
管
理
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の



三

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
作
業
環
境
測
定

士
」
と
い
う
。
）
で
、
そ
の
後
六
年
以
上
作
業
環
境
測
定
士
と
し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
し
、
か
つ

、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
講
習
を
修
了
し
た
も
の

四

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者


